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経過報告書（４枚目）の記入方法
・記入箇所は赤字の部分ですが、記入時はすべて黒字にしてください。

８　目標の達成に向けた計画申請者№と氏名を記入してください
団体名・氏名　○○　○○

	年次
計画
	達成目標
	
	経過報告書

	
	
	
	実績
	事業の有効性評価とその要因※本事業への意見等についても記載可

	１年目（Ｒ６事業年度）
	金額
	①収入
	1,000万円
	
	①収入
	1,000万円
	報告日：令和〇年○月○日
□事業効果あり☑おおむね効果あり
□ほとんど効果なし□効果なし
＜要因＞
本年度は試験操業のみであったため、大きな効果は得られなかったが、次年度以降は本格操業とし、漁獲金額の増加を狙いたい。

	
	
	②支出
	400万円
	
	②支出
	400万円
	

	
	
	①-②所得
	600万円
	
	①-②所得
	600万円
	

	
	取組
内容
	・竿、リール発注、納入
・新魚種を対象とした漁の準備 
	
	・竿、リール発注、納入
・新魚種を対象とした漁の準備 、試験操業の開始
・水揚げ金額（キンメ○万円、大型魚○万円）
	

	２年目（Ｒ７事業年度）
	金額
	①収入
	1,040万円
	
	①収入
	1.060万円
	報告日：令和○年○月○日
□事業効果あり☑おおむね効果あり
□ほとんど効果なし□効果なし
＜要因＞
本年度は本格操業を開始し、漁獲金額を増加することができた。来年度以降は漁場を拡大し、漁獲金額を更に増加させたい。

	
	
	②支出
	400万円
	
	②支出
	405万円
	

	
	
	①-②所得
	640万円
	
	①-②所得
	[bookmark: _GoBack]655万円
	

	
	取組
内容
	・操業の習熟
・目標年間漁獲金額（キンメ990万、新魚種50万）・達成目標と同じ期間（令和７事業年度の収支）の実績金額を記入
・計算違いが無いように

	
	・新魚種を対象とした漁を本格的に開始
・水揚げ金額（キンメ○万円、大型魚○万円）
	

	３年目（Ｒ８事業年度）
	金額
	①収入
	1,090万円
	
	①収入
	万円
	報告日：　　　年　月　日
□事業効果あり□おおむね効果あり
□ほとんど効果なし□効果なし
＜要因＞・２年目の経過報告については、R７事業年度が終了し、収支が確定した後、速やかに提出してください。

・経過報告書を提出しない場合は、R８年度以降、イノベーション創出事業補助金の交付は受けられません。



	
	
	②支出
	420万円
	
	②支出
	万円
	

	
	
	①-②所得
	670万円
	
	①-②所得
	万円
	

	
	取組
内容
	・新たな漁場拡大
・目標年間漁獲金額(キンメ990万、新魚種100万) 
	
	収入、支出の内訳等具体的に記載

	

	４年目（Ｒ９事業年度）
	金額
	①収入
	1,090万円
	
	①収入
	万円
	報告日：　　　年　月　日
□事業効果あり□おおむね効果あり
□ほとんど効果なし□効果なし
＜要因＞

	
	
	②支出
	420万円
	
	②支出
	万円
	

	
	
	①-②所得
	670万円
	
	①-②所得
	万円
	

	
	取組
内容
	・３年目の取組継続


	
	
	

	５年目（Ｒ10事業年度）
	金額
	①収入
	1,090万円
	
	①収入
	万円
	報告日：　　　年　月　日
□事業効果あり□おおむね効果あり
□ほとんど効果なし□効果なし
＜要因＞

	
	
	②支出
	420万円
	
	②支出
	万円
	

	
	
	①-②所得
「5　取組５年後の目標値」④またはそれ以上の数値を記載
	670万円
	
	①-②所得
	万円・３年目（R８事業年度）以降はR８事業年度終了後に記載して提出
・５年間（R１０事業年度終了まで）経過報告必須
・提出しない場合は、R８年度以降、補助金の交付はうけられません。

	

	
	取組
内容
	・3年目の取組継続
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